
「
安
全
・
安
定
・
安
心

輸
送
の
確
立
」
「
収
入

確
保
」
に
取
り
組
ん
だ

組
合
員
の
頑
張
り
を
最

大
限
評
価
！

Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
年
末
手
当

交
渉
は
、
11
月
14
日
に
第
２

回
目
の
団
体
交
渉
を
開
催
。

前
回
交
渉
で
行
っ
た
組
合
か

ら
の
要
求
の
主
旨
説
明
に
対

す
る
会
社
側
の
考
え
方
が
示

さ
れ
た
。
組
合
は
こ
れ
に
対

し
、
「
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
加
え
、
資
源
価
格
高

騰
の
影
響
で
会
社
が
厳
し
い

経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
は
組
合
員
も
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
物
価
の
高

騰
は
家
計
を
直
撃
し
、
組
合

員
も
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
第
７
波
の
影
響
も
受

け
た
が
、
着
実
に
ご
利
用
は

増
え
て
き
て
お
り
、
全
国
旅

行
支
援
も
開
始
さ
れ
た
。
直

近
の
収
入
動
向
は
前
年
度
か

ら
大
き
く
改
善
し
て
お
り
、

こ
の
間
奮
闘
し
続
け
て
き
た

組
合
員
の
頑
張
り
を
評
価
す

べ
き
」
と
述
べ
、
コ
ロ
ナ
前

と
変
わ
ら
ず
努
力
を
続
け
る

組
合
員
に
報
い
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
・
高
揚
に
つ

な
が
る
回
答
を
示
す
よ
う
会

社
に
強
く
求
め
た
。

粘
り
強
く
、
最
前
線
で
会

社
を
支
え
続
け
る
組
合
員
に

資
す
る
結
果
を
求
め
続
け
た

結
果
、
11
月
24
日
に
開
催
し

た
第
３
回
目
の
交
渉
に
お
い

て
、
会
社
側
か
ら
基
準
内
賃

金
の
１
．
43
ヵ
月
と
い
う
回

答
を
引
き
出
し
た
。

組
合
は
、
組
合
員
の
奮
闘

を
最
大
限
評
価
し
た
会
社
の

精
一
杯
の
回
答
で
あ
る
と
判

断
し
妥
結
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
ニ
ュ
ー
ス
№
12
、
13
を

参
照
）

前
年
や
夏
季
の
支
給
水

準
を
超
え
る
『
賞
与
』

を
確
保
！

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
年
末
賞
与
交
渉
は
、
11

月
24
日
に
第
２
回
目
の
団
体

交
渉
を
開
催
。
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
を
取
り
巻
く
状

況
は
未
だ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

影
響
下
に
あ
り
、
累
積
し
た

赤
字
と
資
金
減
に
加
え
、
収

入
水
準
が
計
画
を
下
回
っ
た

ま
ま
で
推
移
し
て
い
る
中
、

こ
れ
ま
で
の
「
安
全
・
安
心

輸
送
」
の
継
続
と
と
も
に
、

今
後
の
取
り
組
み
に
は
労
使

一
体
で
臨
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

事
業
計
画
に
掲
げ
た
４
年
ぶ

り
の
黒
字
決
算
を
目
指
す
上

で
、
前
年
や
夏
季
の
支
給
水

準
を
超
え
る
「
賞
与
」
が
支

払
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
組
合

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維

持
・
高
揚
に
つ
な
が
る
こ
と

を
粘
り
強
く
訴
え
続
け
た
結

果
、
会
社
よ
り
基
本
給
額
の

０
．
95
ヵ
月
と
い
う
回
答
を

引
き
出
し
た
。
組
合
は
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
会
社
が
非

常
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
、
中
間
決
算
で
計
上
し
た

２
億
円
強
の
赤
字
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
ま
で
累
積
し
た
赤

字
額
は
20
億
円
に
も
上
っ
て

お
り
、
今
年
度
内
に
債
務
超

過
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

３
年
ぶ
り
の
「
賞
与
」
と
な
っ

た
夏
季
賞
与
に
続
き
、
今
回

の
年
末
賞
与
も
「
賞
与
」
と

し
て
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
組
合
員
の
「
安

全
・
安
心
輸
送
」
の
継
続
、

各
種
会
社
施
策
へ
の
協
力
が

評
価
さ
れ
た
も
の
と
受
け
止

め
、
会
社
の
精
一
杯
の
回
答

と
判
断
し
妥
結
し
た
。

交
渉
で
は
安
全
に
関
し
て

も
議
論
。
と
り
わ
け
、
車
両

故
障
や
健
康
起
因
に
よ
る
事

象
が
最
近
増
え
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
、
教
育
機
会
の
拡

充
や
健
康
管
理
に
対
す
る
会

社
の
考
え
を
確
認
し
、
組
合

員
へ
丁
寧
に
説
明
す
る
よ
う

要
請
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
自
動
車
ニ
ュ
ー
ス
№
６

を
参
照
）

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
を
構
成
す

る
39
の
分
会
は
、
９
月
22
日

の
多
度
津
運
転
区
分
会
を
皮

切
り
に
今
年
度
の
分
会
大
会

を
開
催
。
12
月
７
日
ま
で
に

全
て
の
分
会
大
会
の
日
程
を

終
了
し
た
。

各
分
会
大
会
で
は
、
執
行

部
よ
り
２
０
２
１
年
度
の
一

般
経
過
報
告
、
決
算
報
告
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
２
０
２

２
年
度
活
動
方
針
（
案
）
及

び
予
算
（
案
）
が
提
起
さ
れ

た
。
出
席
し
た
代
議
員
か
ら

は
「
安
全
・
安
定
・
安
心
輸

送
の
確
立
」
「
組
織
の
強
化
・

拡
大
」
「
労
働
条
件
の
改
善
」

に
関
す
る
質
疑
や
年
末
手
当

等
交
渉
の
進
捗
、
第
41
回
定

期
大
会
で
提
起
し
た
「
私
た

ち
が
考
え
る
『
持
続
可
能
な

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
を
つ
く

る
人
財
確
保
』
（
素
案
）
」
、

交
運
共
済
の
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
へ
の
契
約
移
転
に

関
す
る
質
疑
が
行
わ
れ
、
執

行
部
か
ら
の
答
弁
の
後
、
各

議
案
は
満
場
一
致
で
採
択
。

最
後
に
各
分
会
長
に
よ
る
力

強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締

め
く
く
っ
た
。

分
会
は
組
合
活
動
の
原
点

で
あ
り
、
組
合
員
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化

し
、
連
帯
感
を
高
め
る
こ
と

が
組
織
の
強
化
、
拡
大
に
つ

な
が
っ
て
い
く
。
各
分
会
役

員
に
は
、
分
会
大
会
に
お
い

て
決
定
し
た
活
動
方
針
に
沿
っ

て
、
世
話
役
活
動
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
よ
り
良
い

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
を
要
請
す
る
。

年
末
手
当
・
賞
与
交
渉
妥
結
！

Ｊ
Ｒ
四
国

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
11

月
17
日
（
木
）
に
衆
議
院

第
一
議
員
会
館
内
会
議
室

に
お
い
て
、
第
18
回
「
四

国
の
鉄
道
を
考
え
る
国
会

議
員
連
絡
会
」
を
開
催
し

た
。
３
年
ぶ
り
と
な
っ
た

本
連
絡
会
に
は
、
小
川
淳

也
議
員
、
玉
木
雄
一
郎
議

員
、
仁
木
博
文
議
員
を
は

じ
め
、
Ｊ
Ｒ
四
国
か
ら
西

牧
世
博
代
表
取
締
役
社
長
、

四
之
宮
和
幸
代
表
取
締
役

専
務
総
合
企
画
本
部
長
、

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
政
所
大
祐

事
務
局
長
、
森
安
祐
貴
産

業
政
策
局
長
、
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
よ
り
大
谷
清
執
行
委

員
長
ら
総
勢
15
名
が
出
席
。

冒
頭
、
事
務
局
長
に
玉

木
雄
一
郎
議
員
を
、
会
長

に
小
川
淳
也
議
員
を
選
出
。

小
川
会
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ

禍
の
痛
み
も
あ
る
が
、
Ｊ

Ｒ
四
国
の
課
題
は
構
造
問

題
に
起
因
し
て
お
り
、
抜

本
的
対
策
の
必
要
性
は
理

解
し
て
い
る
。
労
使
双
方

の
取
り
組
み
を
お
預
か
り

し
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
挨
拶
を

受
け
た
後
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
大
谷
執
行
委
員
長
が

「
コ
ロ
ナ
禍
で
Ｊ
Ｒ
産
業

は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

収
入
は
コ
ロ
ナ
前
の
７
割

に
満
た
な
い
も
の
の
回
復

の
動
き
を
見
せ
て
お
り
、

明
る
い
光
が
見
え
て
き
た
。

今
後
も
四
国
の
公
共
交
通

を
守
る
た
め
、
労
使
と
も

に
安
全
第
一
で
取
り
組
ん

で
い
く
。
一
層
の
経
営
回

復
に
向
け
て
は
政
策
課
題

の
解
決
が
必
要
で
あ
り
、

お
力
添
え
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
、
Ｊ
Ｒ
連
合

政
所
事
務
局
長
が
「
コ
ロ

ナ
禍
で
構
造
的
な
課
題
が

顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
民

の
力
だ
け
で
は
成
り
立
た

な
い
部
分
に
つ
い
て
メ
ス

を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
続
い
た
。
Ｊ
Ｒ
四

国
西
牧
社
長
か
ら
は
「
第

２
四
半
期
決
算
は
単
体
で

は
赤
字
、
連
結
で
は
黒
字

を
確
保
。
全
国
旅
行
支
援

の
開
始
等
も
あ
っ
て
収
入

減
も
底
を
打
っ
た
と
感
じ

て
い
る
が
、
鉄
道
と
バ
ス

は
回
復
の
勢
い
が
弱
い
。

第
８
波
が
到
来
し
な
く
と

も
、
物
価
高
騰
の
影
響
も

あ
り
、
事
業
計
画
の
達
成

は
厳
し
い
状
況
。
運
賃
改

定
の
実
施
や
講
じ
ら
れ
て

い
る
支
援
を
活
用
し
、
経

営
自
立
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取

り
組
み
、
Ｊ
Ｒ
四
国
の
現

況
と
経
営
課
題
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
た
の
ち
、

「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
」

「
運
賃
改
定
」
「
国
や
自

治
体
と
連
携
し
た
取
り
組

み
」
「
通
学
に
ま
つ
わ
る

課
題
」
「
非
鉄
道
事
業
の

展
望
」
に
関
し
て
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

選
任
さ
れ
た
役
員
は

次
の
と
お
り
。

会
長小

川

淳
也

（
衆
・
香
川
１
区
）

事
務
局
長

玉
木

雄
一
郎

（
衆
・
香
川
２
区
）

幹
事仁

木

博
文

（
衆
・
徳
島
１
区
）

白
石

洋
一

（
衆
・
愛
媛
３
区
）

永
江

孝
子

（
参
・
愛
媛
）

第
18
回
四
国
の
鉄
道
を
考
え
る
国
会
議
員
連
絡
会

開
催

労使双方の意見に真剣に耳を傾ける
「四国の鉄道を考える国会議員連絡会」役員

妥結内容（要旨）

【ＪＲ四国】
◆組合員の年末手当
基準内賃金の1.43ヵ月分

◆エキスパート組合員の年末一時金
基本賃金及び高年齢調整手当の

合計額の1.83ヵ月
特例：基礎額に乗じる係数0.6

◆準組合員(契約社員)の年末一時金
パートナー社員(月給・日給適用者)
四国地区(120日以上)

104,000円
列車乗務員(120日以上)

118,000円
◆支払日 2022年12月7日(水)

妥結内容（要旨）

【ジェイアール四国バス】
◆組合員の年末賞与
基本給額の0.95ヵ月分

◆準組合員（再雇用（月給））
契約基本賃金×0.95ヵ月分
（シニアＡ、120日以上）

◆準組合員（契約（月給））
運転係(120日以上) 141,000円
デスク・営業係等(120日以上)

108,000円
◆準組合員（再雇用・契約（時給））
調査期間内の労働時間に応じて

55,000～97,000円
◆支払日 2022年12月7日(水)

分
会
大
会
、
全
日
程
終
了
!

「
賃
金
実
態
調
査
」

ご
協
力
に
感
謝
！

Ｊ
Ｒ
連
合
で
は
「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
（
２
０

１
９
～
２
０
２
３
）
」
で
設
定
し
た
賃
金
目
標
や
世
間

水
準
等
と
の
比
較
・
検
証
を
行
い
、
２
０
２
３
春
季
生

活
闘
争
方
針
の
策
定
を
は
じ
め
と
し
た
労
働
政
策
議
論

に
反
映
す
べ
く
、
賃
金
実
態
調
査
を
実
施
。
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
で
は
次
の
結
果
と
な
っ
た
。
組
合
員
の
ご
協
力
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

◆
第
29
回
賃
金
実
態
調
査

１
，
６
４
３
枚
回
収
！

◆
第
９
回
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
係
労
働
者

賃
金
・
労
働
条
件
実
態
調
査

１
１
４
枚
回
収
！

大谷　 清
石川 敏也
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本
部
は
、
入
社
10
年
以
内

の
組
合
員
を
対
象
と
し
た
ユ

ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
ユ
ー
ス

コ
ー
ス
」
を
各
地
で
開
催
し

た
。例

年
は
四
国
各
地
よ
り
参

加
者
が
会
場
に
参
集
し
て
い

た
が
、
勤
務
調
整
や
移
動
に

伴
う
負
担
軽
減
と
と
も
に
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
へ
の
連
帯
及
び

所
属
す
る
基
本
組
織
と
の
連

携
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
各

県
に
お
い
て
開
催
す
る
手
法

に
変
更
。
12
月
３
日(

土)

の

愛
媛
地
区
会
場
に
は
８
名
、

同
４
日(

日)

の
高
知
地
区
会

場
に
は
４
名
、
同
10
日(

土)

徳
島
地
区
会
場
に
は
７
名
が

参
加
し
、
各
支
部
か
ら
は
教

育
担
当
者
も
出
席
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
中
野
教
育
部
長
及
び
各
支

部
の
教
育
担
当
者
が
挨
拶
。

そ
の
後
「
労
働
組
合
の
基
本
」

「
組
織
の
強
化
・
拡
大
の
取

り
組
み
」
「
安
全
・
安
定
輸

送
確
立
の
取
り
組
み
」
「
労

使
間
ル
ー
ル
」
「
私
た
ち
が

考
え
る
『
持
続
可
能
な
Ｊ
Ｒ

四
国
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
人

財
確
保
』(

素
案)

」
に
つ
い

て
講
義
を
行
っ
た
。

既
に
職
場
の
中
で
中
心
的

な
役
割
を
担
い
つ
つ
あ
る
一

方
、
こ
れ
ま
で
組
合
活
動
に

関
わ
る
機
会
が
乏
し
か
っ
た

参
加
者
は
、
労
働
組
合
の
取

り
組
み
を
学
び
、
そ
の
意
義

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

講
義
の
後
に
は
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

参
加
者
は
、
普
段
仕
事
で
接

点
の
な
い
組
合
員
と
意
見
を

交
わ
し
、
今
後
の
組
合
活
動

へ
の
参
画
意
識
を
高
め
合
っ

た
。
閉
講
後
に
開
催
し
た
夕

食
交
流
会
で
は
、
業
務
内
容

の
ほ
か
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に

関
し
た
話
題
な
ど
で
会
話
が

弾
み
、
組
合
員
同
士
の
親
睦

を
深
め
る
と
と
も
に
、
基
本

組
織
と
の
連
携
も
高
め
ら
れ

た
有
意
義
な
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー

ル
と
な
っ
た
。

※
香
川
地
区
は
12
月
17
日

(

土)

に
実
施
予
定

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
労
働

組
合
連
合
会
は
、
12
月
９
日

(

金)

、
ホ
テ
ル
ア
ネ
シ
ス
瀬

戸
大
橋
に
お
い
て
、
第
28
回

定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
を

代
表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
大

谷
会
長
は
、
各
単
組
の
日
々

の
取
り
組
み
に
謝
辞
を
述
べ

る
と
と
も
に
、
３
年
が
経
と

う
と
す
る
コ
ロ
ナ
禍
も
よ
う

や
く
社
会
経
済
活
動
を
取
り

戻
す
段
階
に
差
し
掛
か
っ
て

き
て
お
り
、
今
こ
そ
労
使
一

体
と
な
っ
て
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
訴
え
、
「
安
全
の
取
り
組

み
」
「
組
織
の
強
化
」
「
２

０
２
３
春
闘
も
含
め
た
グ
ル
ー

プ
全
体
の
労
働
条
件
向
上
」

に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
と

し
て
取
り
組
む
想
い
を
表
明
。

「
厳
し
い
時
こ
そ
、
労
働

組
合
の
意
義
や
価
値
を
示

す
た
め
、
様
々
な
社
会
環

境
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し

な
が
ら
、
安
全
の
取
り
組

み
を
第
一
義
と
し
た
活
動

方
針
を
一
丸
と
な
り
、
力

強
く
運
動
を
展
開
し
て
い

こ
う
」
と
述
べ
た
。

大
会
に
は
来
賓
と
し
て

Ｊ
Ｒ
連
合
政
所
事
務
局
長
、

鎗
光
労
働
政
策
局
長
の
ほ

か
、
Ｊ
Ｒ
四
国
や
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
四
国
バ
ス
、
四
国

キ
ヨ
ス
ク
、
Ｊ
Ｒ
四
国
ホ

テ
ル
ズ
、
四
国
開
発
建
設
、

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
ビ

ル
開
発
か
ら
ご
臨
席
い
た
だ

き
、
労
使
協
調
し
て
グ
ル
ー

プ
の
発
展
に
取
り
組
む
熱
意

を
共
有
し
た
。

議
事
で
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
連

合
運
動
の
強
化
や
２
０
２
３

春
闘
に
向
け
て
の
活
動
方
針

等
が
提
起
さ
れ
、
３
名
の
代

議
員
が
離
職
問
題
や
雇
用
確

保
に
つ
い
て
発
言
し
、
執
行

部
に
よ
る
答
弁
の
後
、
方
針

等
を
満
場
一
致
で
採
択
。
新

役
員
及
び
大
会
宣
言
を
採
択

し
、
最
後
に
大
谷
会
長
の
力

強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

12
月
11
日(

日)

、
本
部

主
催
第
１
回
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大

会
を
高
松
市
西
部
運
動
セ
ン

タ
ー
体
育
館
に
て
開
催
し
た
。

例
年
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
し
て
い
た
が
、
よ
り

怪
我
の
リ
ス
ク
が
少
な
く
、

誰
し
も
が
参
加
し
や
す
い
よ

う
ソ
フ
ト
デ
ィ
ス
ク
を
使
用

す
る
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
に
変

更
。
組
合
員
と
そ
の
家
族
を

合
わ
せ
総
勢
１
１
０
名
が
参

加
し
た
。

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
馴
染
み

の
な
い
ソ
フ
ト
デ
ィ
ス
ク
の

扱
い
に
苦
労
し
つ
つ
も
、
組

合
員
は
お
互
い
に
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
楽
し
く
プ
レ
ー
。

優
勝
決
定
戦
で
は
高
知
支
部

が
自
動
車
支
部
に
競
り
勝
ち
、

見
事
記
念
す
べ
き
第
１
回
大

会
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
で
は
、
サ
ー

ク
ル
活
動
を
通
じ
て
親
睦
と

団
結
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
識

で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
く
。

優

勝

高
知
支
部

準
優
勝

自
動
車
支
部

３

位

徳
島
支
部

４

位

本
社
支
部

11
月
27
日
（
日
）
15
時
よ

り
、
ホ
テ
ル
ア
ネ
シ
ス
瀬
戸

大
橋
に
て
第
５
回
本
部
執
行

委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
経
協
）

・
中
間
決
算
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
団
交
）

・
２
０
２
２
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
調
査
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
９
回
バ
ス
関

係
労
働
者
賃
金
実
態
調
査

の
回
収
結
果
に
つ
い
て

（
部
会
）

・
工
務
部
会
三
役
・
分
科
長

会
議

（
政
治
）

・
四
国
の
鉄
道
を
考
え
る
国

会
議
員
連
絡
会

（
事
業
）

・
交
運
共
済
35
周
年
記
念
事

業
・
交
運
共
済
・
こ
く
み
ん
共

済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
と
の
意
見
交

換
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
女
性
役
員
意
見
交
換
会
、

２
０
２
２
連
合
中
央
女
性

集
会

・
産
業
政
策
委
員
会

・
エ
リ
ア
連
合
代
表
者
会
議

・
地
方
議
員
団
連
絡
会
総
会

・
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
会

【
議
事
】

①
２
０
２
３
統
一
地
方
自
治

体
選
挙
に
お
け
る
推
薦
候

補
者
の
承
認
に
つ
い
て

②
２
０
２
２
年
度
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

③
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
に
伴
う

経
営
協
議
会
の
付
議
事
項

に
つ
い
て

④
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
第
36
回

定
期
本
部
委
員
会
」
の
開

催
に
つ
い
て

⑤
交
運
共
済
の
こ
く
み
ん
共

済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
へ
の
契
約
移

転
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て

⑥
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑦
そ
の
他

第
５
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

12
月
５
日
（
月
）
、
高
知

県
高
知
市
「
三
翠
園
」
に
お

い
て
、
「
四
国
交
運
労
協
第

34
回
定
期
総
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。

四
国
交
運
労
協
を
代
表
し

て
挨
拶
に
立
っ
た
砂
田
議
長

は
、
一
年
間
の
取
り
組
み
と

活
動
へ
の
協
力
に
つ
い
て
謝

辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
コ

ロ
ナ
禍
で
大
き
く
影
響
を
受

け
た
人
流
と
物
流
に
回
復
の

兆
し
が
あ
る
一
方
、
物
価
高

騰
や
円
安
の
影
響
で
可
処
分

所
得
は
目
減
り
し
て
い
る
現

状
に
言
及
。
働
く
者
の
生
活

を
守
る
た
め
、
現
場
の
声
を

政
治
の
力
を
使
っ
て
届
け
る

必
要
性
を
訴
え
た
後
、
「
ど

の
産
業
も
要
員
不
足
と
い
う

問
題
を
抱
え
て
お
り
、
安
全

対
策
を
講
じ
な
が
ら
も
、
賃

金
や
福
利
厚
生
へ
の
投
資
を

行
い
、
離
職
さ
せ
な
い
取
り

組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

結
束
を
高
め
て
取
り
組
ん
で

い
こ
う
」
と
述
べ
た
。

本
定
期
総
会
に
は
多
数
の

来
賓
が
出
席
。
中
央
交
運
労

協
の
住
野
議
長
は
「
人
手
不

足
の
問
題
は
、
交
通
運
輸
産

業
に
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

働
き
手
が
希
望
を
持
て
な
い

状
況
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、

課
題
解
決
に
向
け
、
政
治
の

力
を
活
用
し
て
取
り
組
む
と

と
も
に
、
ワ
ン
・
フ
ォ
ア
・

オ
ー
ル
、
オ
ー
ル
・
フ
ォ
ア
・

ワ
ン
の
精
神
で
、
交
運
労
協

が
価
値
あ
る
組
織
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
、

２
０
２
２
年
度
活
動
経
過
及

び
決
算
報
告
・
会
計
監
査
報

告
、
２
０
２
３
年
度
活
動
方

針
（
案
）
、
予
算
（
案
）
の

提
案
を
受
け
議
論
し
た
後
、

全
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。
続
い
て
行
わ

れ
た
役
員
改
選
で
は
、
砂
田

篤
志
議
長
（
私
鉄
総
連
）
、

武
智
義
治
事
務
局
長
（
Ｊ
Ｒ

連
合
）
ら
三
役
を
再
任
。
大

会
宣
言
案
が
提
起
さ
れ
、
こ

れ
を
承
認
し
た
後
、
砂
田
議

長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
締
め
く
く
っ
た
。

四
国
交
運
労
協
第
34
回
定
期
総
会

開
催
！

砂田議長を再任し新体制スタート

初代王者は高知支部！

愛媛地区 松山駅３階会議室にて

今後の運動について協議

高知地区 高知統合事務所３階会議室にて

Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会

「
第
28
回
定
期
大
会
」
開
催
！

徳島地区 徳島駅駐車場１階会議室にて

ＪＲ四国連合の明るい未来に向かって
大谷会長による団結ガンバロー

記
念
す
べ
き
第
１
回
大
会

の
優
勝
は
高
知
支
部
！

１００名を超える組合員とその家族が高松に集合！

職場の課題や魅力ある組合活動
について話し合う参加者

「第３６回定期本部委員会」
の開催について

１ 日時
2023年2月6日(月) 13時より17時まで

２ 場所
「ホテルアネシス瀬戸大橋」

３ 議題
（1）定期大会以降の経過について
（2）2023春季生活闘争方針を

はじめとする当面の活動方針(案)について
（3）その他

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

友
だ
ち
募
集
中

各単組の立場から人財の確保について
発言する代議員３名


